
ジルベルトとかぜ  
マリー・ホール・エッツ 作 たなべ いすず やく（冨山房） 

「おーい」風が戸口で呼ぶ声がすると、ジルベル

トは風船を持って飛び出します。風は、風船をふわ

ふわ浮かべていたかと思うと突然さっと取りあげ

てなかなか返してくれません。風は、洗濯物をゆす

り、ジルベルトとかけっこをし、帆船を走らせて遊

びます。一番好きなのはシャボン玉。高く飛ばすと

お日さまが色を塗ってくれるのです。風は、ときに

は困ったことも起こします。傘を取りあげようと

して壊したり、掃き集めた落ち葉を散らしたり…。

とても強くなって木を折ったりするとジルベルト

は怖くなって家に駆け込みます。それでも、風の声

が聞こえないと、ジルベルトはささやくのです。

「かぜくん きみ どこにいるの？」 

風を友だちのように感じ戯れる子どもの様子が

自身の言葉で語られています。カーキ色の背景に

鉛筆スケッチのように描かれた絵は素朴ですが、

白く塗られた部分に風の存在がいきいきと感じら

れて印象的です。読んでもらえば３歳くらいから。 

（秋澤） 

 

ものいうなべ デンマークのたのしいお話 

メリー・Ｃ・ハッチ 文  渡辺 茂男 訳 

富山 妙子 絵  （岩波書店） 

３人の老婆に銅貨をめぐんだ兵隊は、そのほ

うびとして妖精に３つの願いを叶えてもらい

ます。兵隊は、自分のはいのうの中に何でも入

り、また、はいのうから何でも出てくるよう願

いました。その晩、ある宿屋で、泊まった客が

生きて出てこない部屋があると聞き、兵隊はそ

の部屋に泊まります。夜、現れた３匹の醜いト

ロルをはいのうの中におびき入れて退治し、か

まどの下に隠されていた山ほどの金貨をみつ

けました。（「ふしぎなはいのう」） 

この他、金持ちの家から貧しい百姓の家へ、

プリンや麦、金貨を持ち帰るなべの話（「もの

いうなべ」）、お医者の格好をして探偵のふり

をし、見事に問題を解決する百姓の話（「おい

しゃでたんてい」）など、テンポよくユーモア

たっぷりの８つの話を集めたデンマークの昔

話集。読んでもらえば、５～６歳から楽しめる

でしょう。            （池田） 

＜お知らせ＞ 

クリスマス 

おはなしの時間 

ろうそくの灯りのもと、 
おはなしや絵本を楽しみます。  

・日時：12月 11日(土) 

①４才～大人 
11：00～11：30 

②小学３年生～大人  
11：30～12：00 

※申込が必要です。 

※大人の方も入れます。 

 ※途中からは入れませんので、 
   時間までにお越しください。 

 

  

11 
月 

12 
月 11・12月の移動図書館 （ いずれも木曜日です ） 

11 
日 

9 
日 

塚森 

地域内 

10:30～ 
10:50 

沖代 

地域内 

11:00～ 
11:20 

福地(三反長) 

地域内 

14:30～ 
14:50 

米田 

公会堂 

15:00～ 
 15:20 

竹広南 

公民館 
15:30～ 

 15:50 

18 
日 

16 
日 

  

原池団地 

公民館 

15:00～ 
15:20 

山田 

掲示板前 
15:30～ 
  15:50 

原 

太田東地区 
農村交流 
センター 

16:00～16:20 

25 
日 

23 
日 

広坂 

公民館 

10:30～ 
10:50 

上太田 

公民館 

11:00～ 
11:20 

 

 

 

太子 
ニュータウン 

公民館 
15:30～ 
  15:50 

吉福 

公民館 
16:00～ 

16:20 

書窓 
  

Shoso   
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残
暑
の
気
配
は
す
っ
か
り
消
え
去
り
、
秋
晴
れ
が

清
々
し
い
、
過
ご
し
や
す
い
毎
日
が
続
い
て
い
る
。

気
候
の
安
定
し
た
風
の
穏
や
か
な
日
に
は
、
ツ
ー
リ

ン
グ
に
で
も
出
か
け
た
く
な
る
。
院
生
時
代
に
通
学

用
と
割
り
切
っ
て
バ
イ
ク
の
免
許
を
取
得
し
た
が
、

そ
れ
か
ら
５
年
以
上
経
っ
た
今
に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
に
気
付
き
つ
つ
あ
る
。 

さ
て
、
最
近
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
災
害
バ
イ

ク
隊
」
と
い
う
見
慣
れ
な
い
言
葉
を
目
に
し
た
。
調

べ
て
み
る
と
、
バ
イ
ク
の
迅
速
性
や
機
動
力
を
生
か

し
て
、
い
ち
早
く
被
災
地
に
駆
け
つ
け
支
援
を
行

う
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
警
察
や
消
防
な
ど
に
導

入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
で
も
バ
イ
ク
隊
が
組
織

さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
昨
年
の
７
月
に
起
こ

っ
た
豪
雨
災
害
に
お
い
て
も
、
土
石
流
で
石
や
木
が

散
乱
し
た
悪
路
を
、
小
回
り
が
利
く
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
が
駆
け
抜
け
、
被
害
状
況
の
情
報
収
集
や
、
孤

立
し
た
集
落
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
安
否
確
認
、

物
資
の
輸
送
な
ど
に
貢
献
し
て
い
た
。 

大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
て
も
、

災
害
支
援
の
裏
に
は
、
こ
う
し
た
方
々
の
献
身
が
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
災
害
バ
イ
ク
隊
の
今

後
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
同
時
に
、
災
害

が
起
こ
っ
た
際
に
図
書
館
司
書
と
し
て
自
分
に
は

何
が
で
き
る
の
か
考
え
続
け
た
い
。  

 

（
光
藤
） 
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１
９
９
０
年
代
前
半
、
「
精
神
医
学
の
王
道
は
統
合
失
調
症
、

統
合
失
調
症
に
精
通
し
て
こ
そ
一
人
前
」
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が

あ
っ
た
。
そ
の
道
に
進
み
た
い
と
願
っ
て
い
た
著
者
だ
が
、
大
学

医
局
人
事
で
依
存
症
専
門
病
院
へ
赴
任
が
決
ま
っ
た
。
依
存
症
治

療
の
経
験
は
皆
無
。
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
に
サ
ン
グ
ラ
ス
、
刺
青
、
鼻

や
唇
の
ピ
ア
ス…

待
合
室
に
並
ぶ
薬
物
依
存
症
患
者
の
面
々
に

衝
撃
を
受
け
る
。
当
初
は
、
自
分
よ
り
知
識
の
あ
る
患
者
に
、
薬

物
の
心
身
へ
の
害
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
が
、
患
者
に
誘
わ
れ
自
助
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
に
参
加
し
た
こ

と
で
突
破
口
が
開
か
れ
る
。
集
ま
り
で
は
、
覚
せ
い
剤
を
使
う
と
、

苦
手
な
掃
除
で
も
一
日
中
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
掃
除
機
の
中
に

盗
聴
器
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
気
に
な
り
、
掃
除
機
を
分
解
し
て
し

ま
う
、
と
い
っ
た
語
り
が
次
々
と
出
て
く
る
。
仲
間
の
語
り
に
、

自
分
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
み
つ
け
、
仲
間
と
薬
を
「
や
め
続

け
る
」
と
い
う
困
難
を
支
え
合
う
。
著
者
は
、
自
ら
を
変
え
ら
れ

る
の
は
依
存
症
者
自
身
と
気
づ
き
、
診
療
で
は
薬
物
を
や
め
る
ヒ

ン
ト
を
探
る
た
め
、
当
事
者
に
学
ぶ
姿
勢
を
と
っ
た
。
臨
床
現
場

で
、
患
者
が
薬
物
、
気
分
を
変
え
る
物
質
を
必
要
と
す
る
背
景
に
、

過
酷
な
生
育
歴
や
人
に
依
存
で
き
な
い
性
格
が
あ
る
こ
と
も
見

え
て
く
る
。
日
本
で
は
、
覚
せ
い
剤
は
所
持
、
使
用
と
も
違
法
で

あ
る
が
、
根
本
に
治
療
す
べ
き
病
を
も
つ
依
存
症
者
を
刑
務
所
収

容
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
薬
物
に

は
、
よ
い
薬
も
悪
い
薬
も
な
く
、
使
い
方
次
第
だ
と
。 

著
者
自
身
の
ゲ
ー
ム
や
カ
フ
ェ
イ
ン
へ
の
依
存
か
ら
薬
物
依

存
の
症
例
へ
、
イ
タ
リ
ア
車
改
造
か
ら
依
存
症
者
の
身
体
改
造

（
ピ
ア
ス
、
刺
青
）
へ
と
話
が
進
み
、
読
み
や
す
く
、
薬
物
依
存

が
犯
罪
や
病
と
し
て
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。「
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
依
存
）
の
反
対
語
は
、「
し
ら
ふ
」
で

な
く
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
（
つ
な
が
り
）
」
と
い
う
引
用
さ
れ
た
作

家
ジ
ョ
ハ
ン
・
ハ
リ
の
言
葉
が
印
象
的
。 

 
 

 
 

（
竹
内
） 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

12月の開館日

地 

下 

水 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

11月の開館日 ×印は休館日 
11/4、11/24 は祝日の振替 

11/29 は館内整理日 

12/28～1/4 は年末年始 

※閉館時は返却ポストへ返却 
してください。ただし、年末 

年始(12/28～１/４)、返却ポス 

トは利用できません。お気をつ 

けください。 

開館時間は 10:00～18:00 

金曜日は 20:00 まで開館 


